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のおの /?uci-/ /?uci-/ /cii/ となっていなければならない。しかし、実際は /?uti-/ 
/?uki-/ /kii/ となっている。それは日本祖語から次のように変化したと考えられる。
　　八丈島、奈良東国　　　祖語　　　　　　　 　  　　　奈良中央
　　琉球、九州






   *  i   *e  （乙）  




 /kuri/《これ》、 /  uri/《それ》、 /  ari/《あれ》
であるが、奈良朝中央方言では、
 /k  re/  /sore/ /kare/《あれ》
であり、現代京都方言では、





















 /kore/ /sore/ / ’ ore/《あれ》
であるから、日本祖語としては、次のような体系を立てることができる。
 *ke# *s  # *’ e#
 *ka *sa *’ a
このうち、/a/ を含む形式より /  / を含む形式の方が、より近いものを指したものと







③首里方言の /  aN/《有る》、/’ uN/《居る》は ［  am］ ［um］にさかのぼり、それに
対応する「あむ」「をむ」という形式が奈良朝中央方言にはないから、この事実を
「琉球諸方言が奈良朝以前の日本祖語から発達して来たものと考える一つの根拠と




















































①服部四郎によると、イ段乙類に相当する語は「i  」に、エ段乙類に相当するは「e  」
になっていた（「琉球方言と本土方言」）。
②服部四郎が「「一つ」を意味する形式についても、奈良朝中央方言の /pit  tu/ に対応
する日本祖語形 *pit  tu を八丈方言の/teecu/、および琉球諸方言の/tiic  /の祖形と

















香奠を賜い、思紹に詔して王の位を継がしめ、 皮 弁 冠 服 を賜うた」と述べている（『新

















































































































































































































































































































































① i 母音が舌先の母音（ i  ）に変化する傾向がある。なお、多良間・黒島・鳩間・竹
富・西表島祖納・星立・船浮・網取・与那国などでは i である。沖縄諸島では、全
地域で i である。
　　石垣・宮古方言：チゥキゥ〔c i k i〕＜月＞。ミジゥ〔miz i〕＜水＞
　　与那国方言：ッティ〔t’ i〕＜月＞。ミン〔miN〕＜水＞
　　沖縄方言：チチ〔  i i〕＜月＞。ミジ〔mid  i〕＜水＞
②母音・半母音の前の声門破裂音   が音韻的でない。沖縄諸島では音韻的であり、そ
の有無が意味の弁別に関係する。
　　石垣・宮古方言：ウトゥ〔  utu〕・ヲゥトゥ〔utu〕＜ともに音の意＞
　　沖縄方言：ウトゥ〔  utu〕＜音＞。’ utu〔ヲゥトゥ〕＜夫＞。
③ワ行子音が b に対応する。沖縄諸島では w に対応する。
　　八重山・宮古方言：バガムン〔bagamuN〕＜若者＞。
　　　　　　　　　　　ブトゥ〔butu〕＜夫。「をひと」の転＞
④クが fu、あるいは hu に対応する（与那国は例外がある）。沖縄諸島では k あるい
は k’ に対応する。
　　石垣・宮古方言：フチゥ〔huc i〕＜口＞。















　　沖縄方言：ユドーン〔judo  N〕＜読んでいる＞。カチョーン〔ka  o  N〕＜書いて
いる＞。
　　石垣方言：ユミン〔jumiN〕＜読んでいる＞。カキン〔kakiN〕＜書いている＞。




八重山諸島のオールン〔o  ruN〕や 与那国のワルン〔waruN〕は「おわる」単独で























































































































































































　　〇 assi　（汗。『英琉辞書』）　　　 　　 〇 shi（四。『英琉辞書』）
⑧　『英琉辞書』の頃まで、「ね」の子音はまだ非口蓋化のｎで、「に」の子音（ロー
マ字ではｎｙ）とは、区別されていた。

























































　　〇 p  p （包包。料理の名。『英琉辞書』）














































＊「べき」が 首里 bi  i、竹富 biki  、石垣 bigiN、大浜 bike などに対し、宮古諸島
は gumata (  ) である。
＊「行く」が 首里   i  u N、西里 ik i、保良 its i などである。八重山は paruN主流で
ある。船浮は   i  i、白保は Ngu で例外。
⑥　「いらっしゃる」の意味の語が、「おわる」単独、あるいはそれを含む構成である。
　　八重山諸島では o  ruN や waruN 系。
　　『おもろさうし』には「おわる」が頻繁にでてくる。
　　沖縄諸島：〔  mo  ruN〕 や 〔  mo  iN〕「いみ＋おわる」の転系。
　　宮古諸島では 〔mmja (m) az〕 系である。
⑦　当然、予定の意を表すのに「べき」系を用いる。
　　首里：カチビチークトゥ〔ka  i bi  i  kutu〕＜書くべきこと＞。
　　石垣：カクビキー〔kakybiki  〕＜書くべきだ＞。
　　西里方言：カキゥグマタ〔kaky gumata〕 ＜書くことになっている＞。
⑧　「行く」が 首里   i  uN、西里 ik i、保良 its i などである。八重山は paruN主流で
ある。船浮は   i  i、白保は Ngu で例外。







ギー〔m  gi  〕系である。








①　 i 母音が舌先の母音（ i  ）に変化する傾向がある。なお、多良間・黒島・鳩間・竹
富・西表島祖納・星立・船浮・網取・与那国などでは i である。沖縄諸島では、全
地域で i である。
　　石垣・宮古方言：チゥキゥ〔   i  k i  〕＜月＞。ミジゥ〔miz i  〕＜水＞
　　与那国方言：ッティ〔t’ i〕＜月＞。ミン〔miN〕＜水＞
　　沖縄方言：チチ〔  i i〕＜月＞。ミジ〔mid  i〕＜水＞




③　ワ行子音が b に対応する。沖縄諸島では w に対応する。
　　八重山・宮古方言：バガムン〔bagamuN〕＜若者＞。
　　　　　　　　　　　ブトゥ〔butu〕＜夫。「をひと」の転＞
④　クが fu、あるいは  u に対応する（与那国は例外がある）。沖縄諸島では k ある
いは k’ に対応する。
　　石垣・宮古方言：フチゥ〔  uts i  〕＜口＞。
⑤　ハ行子音が一般に p であるなかで（与那国は除く）フだけは fu ～ u である。今
















沖縄方言：ユドーン〔judo  N〕＜読んでいる＞。カチョーン〔ka  o  N〕＜書いて
いる＞。
　　石垣方言：ユミン〔jumiN〕＜読んでいる＞。カキン〔kakiN〕＜書いている＞。




八重山諸島のオールン〔o  ruN〕や 与那国のワルン〔waruN〕は「おわる」単独で





　　首里方言ではカチャビーン〔ka  abi  N〕＜書きます＞
⑫　人代名詞「な」（あなたの意）系の語がない。沖縄諸島（伊平屋・伊是名は除く）
では使われている。
⑬　主格助詞の ガ〔ga〕と、主題を表す助詞 ワ〔wa〕 の併用や融合がない。沖縄








⑰　「あそこ」が カマ〔kama〕系である。沖縄方言では アマ〔  ama〕系である。
⑱　「男」の語尾が -dumu 系である。沖縄方言では -ga 系である。
－３２－
　「卵」が tunuka 系が主である。八重山の離島には kai 系が分布している。沖縄諸
島では kuga 系である。
　「米」が マイ〔mai〕系である。沖縄方言では クミ〔kumi〕系である。
　「あそこ」が kama 系である。沖縄諸島は   ama 系である。
　「砂」が イシナゴ系である。宮古のンナグ〔mnagu〕なども、八重山のイノー
〔ino  〕なども、ともに「いしなご」の変化した形である。沖縄諸島は sina 系であ
る。



































⑩　平良方言の敬語法には、四段動詞系の語幹には接尾辞アーイ ゚［a  i  ］を、一段動詞
系の語幹にはラーイ ゚ ［ra  i  ］を付ける方法と、四段動詞系の語幹には接尾辞アサマイ ゚







②　短母音の e や o が、特に石垣島より離島において、撥音・促音・母音などの前、
あるいは感嘆詞などに多い。
　　『おもろさうし』には「おわる」が頻繁にでてくる。
　　沖縄諸島では〔  mo  ruN〕 や 〔  mo  iN〕（「いみ＋おわる」の転）系。
　　宮古諸島では mmja(m)al 系である。
　　石垣で〔jeN〕エン＜来年＞。白保で〔otta〕オッタ＜蛙＞
　　首里で〔’ ja  N〕ヤーン＜来年＞。首里で〔  ataku〕アタク＜蛙の一種＞
③　成節的な m, v, f, s がある。ただし、八重山ではそれが弱まっている。
－３４－
④　動作の目的・目標（…しに）を表す助詞が na あるいは N，Nga，Nti，Ndi などの
N 系である。沖縄諸島や宮古は ga である。
　　石垣：アサビゥナ パルン〔asab i na paruN〕＜遊びに行く＞





①　母音が a、i、 u の３つだけである。
②　ック〔k’ u〕＜肺。「ふく」の転＞　t’ sa ＜草＞、t’ i ＜口＞、t’ a ＜舌＞のように、
後接する音と融合することによって喉頭化無気音が生じ、有気音と音韻的に区別さ
れる。沖縄南部のごく一部や沖縄北部などでは k’ ,  t’ ,  p’ などが母音との関係で生じ
る。
③　語頭において、ヤ・ユ・ヨがダ・ドゥ・ドゥに変化する。
　　ダマ〔dama〕＜山＞。
　　ドゥミ〔dumi〕＜嫁＞。
④　語中において、ガ行音とガ行鼻濁音が音韻的に区別される。
　　アガイ〔agai〕＜障子。「あかり」に対応＞
　　アガイ〔agai〕＜東。「あがり」に対応＞
⑤　シがチに音韻変化する。
　　ウチ〔ut’  i〕＜牛＞
⑥　本土の係助詞「は」にあたる ja が前接語と融合しない。
　　アヌヤ〔anuja〕＜私は＞
⑦　一段活用に対応する動詞がラ行四段に活用する型のみである。西表島の祖納も未
然形が１つしかなくて、ラ行四段化が相当進んでいるが、終止形に ukiNと ukiruN
の２形がある。他方、鳩間島ではラ行四段に活用する型とカ行四段に活用する型が
ある。
　以上のことから、宮古・八重山・与那国の方言が沖縄の方言より大いに相違してい
ること、すなわち、基層は同一であったということが分かる。また、八重山・与那国
－３５－
は距離的には宮古より遠いが、言語的には沖縄の方言の影響を多く受けていることが
分かる。この結論は以前から言われてきたことではある。すなわち、八重山方言は宮
古方言より多重的な言語であるといえる。
近世琉球（先島諸方言）のむすび
　１５・６世紀頃、宮古方言を中心にした一つの言語圏ができあがった。宮古諸島の多
良間島と竹富島・小浜・黒島・古見あたりは近似した言語になった。１７世紀頃から四
箇が首里方言の影響を受け、しだいに八重山の中心的・共通語的な位置を占めていっ
た。他方、各村落は王府の移住政策や津波（特に明和の大津波）・マラリヤなどのた
めいろいろに移住したことにより、複雑な方言分布をしめすようになっていった。
　こういった傾向は、言語以外のことにおいても見られる。
　『おもろさうし』では、八重山の地名は出るが、八重山・宮古地方で作られたオモ
ロは見当らない。宮古には英雄叙事詩的なものがあるが、八重山や沖縄にはない。琉
歌型の歌、および、三味線歌謡は、八重山諸島は宮古諸島にくらべると、早く伝わり、
多く作られている。
　八重山諸島では、本格昔話や動物昔話や八重山独自の昔話などが多い。そして、石
垣の四箇を中心として、沖縄本島の新しい話型が入っている。八重山には、アカマタ・
クロマタ、お盆のアンガマ、マユンガナシなどの、宮古にはバーントなどの来訪神の
行事がある。また、大きな円陣を作り、結んだ手を前後に振りながら巡る「巻き踊り」
や、布袋和尚を思わせる面をかぶり行列を作り、五穀豊饒を願う「弥勒行列」などが
特徴的である。石積墓が先島地方で特徴的であるし、ヌーヤ墓は八重山地方では戦前
までかなり残っていた。
　宮古は地理的に沖縄に近いのに、方言・文化面では八重山よりも沖縄と相違してい
るのは、宮古の政治的・宗教的独立性の強さに遠因があった。
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